
今
回
ユ
ニ
オ
ン
が
行
っ
た

｢

空
席
ポ
ス
ト
実
態
調
査｣

は
事

務
所･

出
張
所
の
係
長
ポ
ス
ト

と
専
門
員
な
ど
の
ポ
ス
ト
の
空

席
状
況
調
査
で
す
。
昨
年
も
同

様
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
全

国
で
昨
年
は
３
１
３
の
係
長
ポ

ス
ト
が
空
席
で
し
た
が
、
今
年

は
さ
ら
に
増
え
て
５
０
０
も
の

係
長
ポ
ス
ト
が
空
席
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

組
織
的
に
は
、
事
務
所
係
長

２
２
７
（
１
３
８
）
ポ
ス
ト
・

出
長
所
係
長
２
７
３
（
１
７
５
）

ポ
ス
ト
、
職
種
的
に
は
、
事
務

系
１
８
３
（
１
３
２
）
ポ
ス
ト

・
技
術
系
３
１
７
（
１
８
１
）

ポ
ス
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
空

き
ポ
ス
ト
は
、
係
長
の
他
専
門

員
な
ど
や
局
係
長
・
官
ポ
ス
ト

に
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門

員
等
は
（
１
１
４
）
１
０
８
の

ポ
ス
ト
が
空
い
て
い
ま
す
。

（

）
書
き
は
昨
年
度

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
空
き
ポ

ス
ト
は
事
務
所･

出
張
所
間
の

併
任
で
急
場
を
し
の
い
で
い
る

実
態
で
す
。
そ
の
一
方
で
本
省

･

本
局
が
増
員
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
り
ま
す
。

過
去
３
年
間
の
実
態
で
は
２

０
１
４
年
度
か
ら
み
れ
ば
、
事

務
所
・
出
張
所
係
長
は
３
倍
も

空
き
ポ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
ま

す
。業

務
の
実
働
部
隊
で
あ
る

｢

係
長
ポ
ス
ト｣

（
専
門
員
等
も
）

に
欠
員
が
あ
る
こ
と
は
そ
の
分

課
長
・
出
張
所
長
や
他
の
職
員

の
労
働
強
化
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
明
白
で
す
し
、
当
局
の
都

合
で
併
任
を
掛
け
ら
れ
た
職
員

自
身
も
、
今
ま
で
以
上
の
労
働

強
化
に
な
り
ま
す
。

熊
本
地
震
の
復
旧
も
熊
本
河

川
事
務
所
へ
の
も
っ
ぱ
ら
併
任

で
対
応
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

多
発
す
る
災
害
に
対
し
、
こ
う

し
た
組
織
の
状
況
で
は
、
国
民

の
安
全
・
安
心
へ
の
期
待
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
出
張
所
長
が
一
人
し

か
い
な
い
出
張
所
で
は
閉
庁
す

る
こ
と
が
多
く
、
地
元
住
民
か

ら
「
出
張
所
は
無
く
な
っ
た
の

か
」
と
聞
か
れ
た
り
、
緊
急
時

の
対
応
、
一
人
で
の
地
元
対
応

や
業
者
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の

問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

当
局
は
こ
う
し
た｢

空
き
ポ

ス
ト｣

の
業
務
の
穴
埋
め
と
し

て｢

併
任｣

を
掛
け
て
解
決
し
て

い
る
が
ご
と
く
説
明
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
も
そ
も｢

併
任
発

令｣

に
つ
い
て
は
人
事
院
規
則

８
ー
１
２
の
３
５
条
に
よ
り
、

安
易
に｢

併
任
発
令｣

を
乱
発
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。増

員
要
求
に
関
し
て
国
土
交

通
省
当
局
は
、
自
信
を
持
っ
て
、

堂
々
と｢

増
員｣

要
求
を
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
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係長等の空席ポスト

全国で５００もの空席に大幅増加
加速する組織の空洞化 〈 昨年度は３１３ 〉

ユ
ニ
オ
ン
は
、
今
年
度
も
四
月
期
人
事
の
終
了
後
、
係
長･

専
門
員
等
ポ
ス
ト
の
空
席
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

空
席
の
業
務
は
安
易
な
併
任
で
穴
埋
す
る
実
態
を
改
め
、

堂
々
と
増
員
要
求
で

臨
む
べ
き

過去3年の全国係長等空きポスト実態
事務所 出張所

（本院） （地測）

２０１４年
度

81 91 81

２０１５年
度

138 175 108

専門員など

２０１６年
度

227 273 114

空き 併任 空き 併任 空き 併任

事務 7 1 7
技術 11 9
事務 22 22
技術 18 11 40 21 4
事務 1 9
技術 14 21 54
事務 13 22 1
技術 17 38 4
事務 22 2 17 1 12
技術 42 2 21 2 16 1
事務 14 17 14 8
技術 22 25 19 11
事務 10 12
技術 21 8 1
事務 10
技術 3 1 3
事務
技術 2 4

事務 77 3 106 37 21 0
技術 150 13 167 42 93 1

全国係長等空きポスト実態　２０１６．４
事務所（本院） 出長所（地測） 専門員など

東北

北陸

関東

中部

近畿

（併任）の欄には空きポストだが併任が配置されているポスト数

中国

四国

九州

地理

合計

（空き）の欄には空きポス全数を記入

出
張
所
長
一
人
だ
け

の
職
場
で
は
問
題
も



増
員
に
向
け
て

九
州
支
部
で
は
、
人
事
院
地

方
事
務
局
か
ら
の
現
地
調
査
を

実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。
熊
本
震

災
で
は
、
全
国
か
ら
テ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ス
な
ど
が
派
遣
さ
れ
て
い

ま
す
。
内
閣
人
事
局
は
、
国
公

労
連
と
の
交
渉
（
６
月
）
で
「
熊

本
震
災
な
ど
緊
急
な
場
合
は
、

年
度
途
中
も
含
め
て
増
員
が
可

能
」
と
の
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

本
省
も
我
々
の
指
摘
を
受
け

「
年
度
途
中
の
増
員
に
向
け
、

適
切
に
対
処
し
て
い
る
」
と
し

て
内
閣
人
事
局
に
年
度
途
中
の

増
員
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

各
支
部
か
ら
、
地
整
（
国
土

地
理
院
）
や
地
方
事
務
局
に
年

度
途
中
に
も
増
員
が
必
要
な
組

織
で
あ
る
こ
と
の
追
及
を
し
、

上
京
団
で
最
後
の
押
し
上
げ
を

行
い
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
再

任
用
・
定
年
延

長
に
向
け
て

人
事
院
は
２
年
続
け
て
、
人

事
院
勧
告
の
報
告
で
、
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
新

規
採
用
者
を
確
保
し
つ
つ
、
フ

ル
タ
イ
ム
中
心
の
再
任
用
が
確

保
で
き
る
よ
う
に
中
期
的
な
定

員
管
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

政
府
・
内
閣
人
事
局
の
責
任
と

権
限
で
、
具
体
的
な
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
、

定
員
で
具
体
的
な
手
立
て
を
打

つ
よ
う
提
言
し
て
い
ま
す
。

年
度
途
中
で
の
増
員
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
フ
ル
タ
イ

ム
再
任
用
に
使
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
併
せ
て
、
来
年
度
は
、

定
員
を
理
由
に
フ
ル
タ
イ
ム
を

拒
む
こ
と
は
不
当
で
あ
る
こ
と

を
地
整
（
国
土
地
理
院
）
や
地

方
事
務
局
を
追
及
し
、
そ
の
状

況
も
上
京
団
に
持
ち
寄
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
の
定
年
退

職
者
か
ら
無
年
金
の
期
間
が
６

３
歳
ま
で
に
な
り
ま
す
。
定
年

延
長
に
向
け
て
も
、
フ
ル
タ
イ

ム
再
任
用
は
重
要
な
課
題
で

す
。退

職
金
の
調
査

に
つ
い
て

前
回
の
調
査
で
は
、
民
間
の

比
較
対
象
を
勤
続
２
０
年
と
し

て
、
比
較
し
て
い
ま
す
。
公
務

で
は
、
若
年
勧
奨
退
職
が
な
く

な
り
、
高
卒
で
４
２
年
、
短
大

な
ど
で
４
０
年
、
大
卒
で
３
８

年
の
勤
続
と
な
り
ま
す
。
民
間

の
比
較
対
象
期
間
を
そ
れ
に
合

わ
せ
る
追
及
も
併
せ
て
行
い
ま

す
。

２
０
１
５
年
度
以
降
の
新
た

な
定
員
削
減
計
画
は
毎
年
２
％

（
５
年
で
１
０
％
）
以
上
合
理

化
（
削
減
）
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
数

査
定
の
基
準
は
、

①
新
規
業
務
に
よ
る
増
員

②
国
民
か
ら
見
て
必
要
な
事
業

に
、
定
削
数
の
内
か
ら
再
配
置

に
よ
る
増
員

③
お
お
よ
そ
５
年
を
目
処
と
し

た
期
限
付
き
の
増
員

に
よ
っ
て
査
定
さ
れ
ま
す
。

新
規
増
員
は
政
府
の
重
要
課

題
に
対
処
す
る
も
の
で
抑
制
さ

れ
、
再
配
置
に
よ
り
対
処
す
る

こ
と
を
原
則
に
し
て
い
ま
す
。

期
限
付
き
の
増
員
は
、
年
度
途

中
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
対
し

機
動
的
・
弾
力
的
に
対
応
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
員
削
減
計
画
は
、
業
務
改
革

（
合
理
化
）
を
行
っ
て
推
し
進

め
、
新
た
な
業
務
に
は
業
務
改

革
に
よ
り
定
削
し
た
内
か
ら
再

配
置
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
で
は
こ
れ
以
上
の

定
削
は
限
界
と
し
て
、
①
定
削

を
や
め
る
こ
と

②
テ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ス
を
正
式
な
組
織
と
し
増

員
を
し
て
い
く
こ
と

③
熊
本

地
震
で
の
併
任
数
を
年
度
内
に

時
限
増
員
す
る
こ
と
を
内
閣
人

事
局
、
本
省
、
地
整
、
地
理
に

緊
急
要
求
書
と
し
て
提
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
院
に
は

災
害
時
に
対
応
で
き
る
定
員
確

保
の
要
求
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。当

局
の
姿
勢
で

増
員
は
可
能

内
閣
人
事
局
は
、
「
熊
本
地

震
な
ど
緊
急
に
対
応
す
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
年
度
途
中
で

も
増
員
に
柔
軟
に
対
応
し
て
き

て
る
。
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
に
つ

い
て
も
、
増
員
が
国
民
に
ど
の

よ
う
な
効
果
を
生
む
か
の
説
明

と
平
時
の
活
動
が
説
明
で
き
れ

ば
、
可
能
性
は
あ
る
」
と
明
ら

か
に
し
て
お
り
、
当
局
の
姿
勢

に
よ
っ
て
、
定
員
削
減
に
よ
る

一
人
出
張
所
や
併
任
で
十
分
な

業
務
執
行
が
で
き
な
い
状
況
を

少
し
で
も
改
善
し
て
い
く
可
能

性
が
生
ま
れ
る
情
勢
と
な
っ
て

い
ま
す
。
職
場
か
ら
増
員
の
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

全国上京団実施概要
日時：２０１６年９月３０日（金）

午前～ 人事院交渉
午後～ 内閣人事局交渉

規模：各支部代表及び中央執行委員等

増員、フルタイム再任用、処遇改善実現のため

９．３０全国上京団を実施
国交管ユニオン初の取り組み

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
は
、
結
成
以
来
初
め
て
の
取
組
と
し
て
、
全
国
上
京
団
を
９
月
３
０
日
（
金
）

に
実
施
し
ま
す
。
増
員
、
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
、
級
別
定
数
改
善
の
実
現
を
目
的
と
し
て
人
事
院
、

内
閣
人
事
局
交
渉
を
配
置
し
全
国
の
生
の
声
を
ぶ
つ
け
て
要
求
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

全
国
の
各
支
部
の
運
動
を
積
み
上
げ

上
京
団
で
最
後
の
押
し
上
げ

〈
人
事
院
、
内
閣
人
事
局
交
渉
を
配
置
〉

職場から「職員増や
せ」の声で、増員へ
の展望を開こう


